
撮影地／石巻市 網地島沖

－東日本大震災 年－
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企画・制作／河北新報社営業局

銀
の
う
ろ
こ
が
輝
く

夜
明
け
の
石
巻
市
網
地
島
沖

定
置
網
船
の
網
の
中
で

魚
た
ち
が
飛
び
跳
ね
る

あ
の
日

海
の
男
は
船
や
網
を
失
っ
た
が

苦
境
を
力
に
変
え
て
き
た

東
日
本
大
震
災
か
ら

年

能
登
半
島
で
は

当
時
と
似
た
光
景
が
広
が
る

遠
く
離
れ
て
い
て
も

心
は
一
つ
に
で
き
る

立
ち
上
が
っ
た
人
々
と

能
登
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

紹
介
し
よ
う

広
告
特
集
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(１) ２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日)(１) ２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日)



自
慢
の
ワ
カ
メ
、メ
カ
ブ
を
は
じ
め
、

旬
の
味
を
パ
ッ
ク
し
た
ホ
ヤ
、ウ
ニ
、

タ
コ
な
ど
も
直
売
し
て
い
る

収穫したワカメの株は２㍍から長いもので５㍍にもなる。できるだけ早くゆでるため、
黙々と作業が続く

震災を経験して日も浅く、この先

どうなるのかが見えないつらさがあ

るだろう。先日、石川県のお客さん

から加工品発送の注文が入り、聞い

てみると水産物もこちらとはかなり

違うような話だったので、頼まれて

いないものも一緒に送り、喜んでい

ただいた。現地の状況や必要な支援

は、場所や時期によっても今後も変

化するはず。個人、地域、会社、さ

まざまな場面で何ができるか考えて

いきたい。 （藤田純一さん）
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何ができるか考えたい
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

こ
の
冬
一
番
の
冷
え
込
み
の
朝
に
作
業
に
当
た
っ
て
い
た
藤
田
さ
ん

（
左
）
ら
藤
田
商
店
の
皆
さ
ん

藤
田
商
店

気
仙
沼
市
波
路
上
内
田
１
２
６
｜

１０
２
２
６
（
２
７
）
３
１
４
７

営
業
時
間
は
月
曜
か
ら
金
曜
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
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脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
広
く
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
仙
台
市
青
葉
区
の
複

合
施
設
「
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

Ｂ

Ｐ
Ｌ

Ｕ
Ｓ
（
ク
ロ
ス
ビ
ー
プ
ラ
ス
）
」
で

行
わ
れ
た
「
宮
城
県
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

気
仙
沼
市
階
上
の
杉
ノ
下
漁
港
。

さ
さ
や
か
な
風
よ
け
を
巡
ら
せ
た
岸

壁
の
作
業
場
に
、
も
う
も
う
と
湯
気

が
立
ち
上
る
。
宮
城
県
が
全
国
一
の

収
穫
量
を
誇
る
養
殖
ワ
カ
メ
の
浜
ゆ

で
作
業
だ
。

海
中
か
ら
引
き
揚
げ
た
ば
か
り
の

長
さ
２
㍍
以
上
の
ワ
カ
メ
は
鈍
い
金

色
を
し
て
い
る
が
、

度
の
海
水
で

熱
を
通
し
、
再
び
冷
た
い
海
水
に
浸

す
と
鮮
や
か
な
緑
色
に
な
る
。
小
ぶ

り
の
ド
ラ
ム
缶
を
寝
か
せ
た
よ
う
な

回
転
式
の
機
械
に
ワ
カ
メ
と
天
日
塩

を
投
入
し
、
塩
の
白
さ
が
見
え
な
く

な
っ
た
ら
ワ
カ
メ
の
身
に
塩
分
が
程

よ
く
も
み
こ
ま
れ
た
合
図
。
専
用
の

か
ご
に
移
さ
れ
た
ワ
カ
メ
は
軽
ト
ラ

ッ
ク
で
近
く
の
加
工
場
へ
と
運
ば

れ
、
茎
と
葉
の
仕
分
け
、
葉
に
付
着

し
た
小
型
の
エ
ビ
や
砂
、
傷
ん
だ
部

分
の
除
去
な
ど
を
経
て
、
よ
う
や
く

小
売
店
で
見
慣
れ
た
塩
蔵
ワ
カ
メ
の

姿
に
な
る
。
超
高
圧
で
の
水
抜
き
な

ど
一
部
に
道
具
の
力
を
借
り
る
も
の

の
、
ほ
と
ん
ど
の
工
程
が
手
作
業
で

進
む
。

ワ
カ
メ
は
若
芽
の
響
き
や
美
し
い

髪
へ
の
連
想
か
ら
か
、
恋
心
を
詠
ん

だ
和
歌
に
も
登
場
す
る
な
ど
古
く
か

ら
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
朝

食
の
み
そ
汁
、
左
党
な
ら
酢
の
物
、

健
康
志
向
の
人
に
は
サ
ラ
ダ
や
サ
プ

リ
メ
ン
ト
と
、
そ
の
場
面
も
多
彩
。

そ
ん
な
身
近
な
食
材
に
い
ま
、
温
暖

化
対
策
と
い
う
新
た
な
光
が
当
て
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
宮
城
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
。
漁
業
者
、
研
究
者
、
行

政
機
関
が
連
携
し
、
漁
業
の
営
み
を

通
じ
て
二
酸
化
炭
素
が
海
中
へ
固
定

さ
れ
る
量
、
す
な
わ
ち
カ
ー
ボ
ン
フ

リ
ー
（
脱
炭
素
）
貢
献
量
を
客
観
的

に
算
出
し
、
環
境
配
慮
型
の
漁
業
を

目
指
す
。

と
こ
ろ
で
、
ワ
カ
メ
を
食
べ
て
し

ま
っ
た
ら
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
に
な
ら

な
い
の
で
は
？

と
思
っ
た
方
は
正

解
。
実
は
養
殖
の
各
過
程
で
海
中
に

放
出
さ
れ
、
し
か
も
容
易
に
空
気
中

へ
戻
ら
な
い
、
つ
ま
り
人
の
口
に
入

ら
な
い
ワ
カ
メ
が
存
在
す
る
。
具
体

的
に
は
、水
揚
げ
前
に
ち
ぎ
れ
た
り
、

若
芽
を
固
定
す
る
ロ
ー
プ
か
ら
離
れ

た
り
し
て
海
中
へ
流
出
す
る「
堆
積
」

「
深
海
輸
送
」
、
メ
カ
ブ
で
お
な
じ

み
の
ネ
バ
ネ
バ
成
分
な
ど
の
「
難
分

解
性
溶
存
有
機
炭
素
」
、
磯
焼
け
対

策
と
し
て
禁
漁
区
の
ウ
ニ
や
ア
ワ
ビ

に
与
え
る
「
給
餌
」
と
い
っ
た
分
が

あ
る
。

２
０
２
２
年
の
宮
城
県
の
養
殖
ワ

カ
メ
生
産
量
に
基
づ
く
試
算
で
は
年

間

㌧
余
り
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
効

果
が
見
込
ま
れ
、
生
産
者
を
代
表
し

て
県
漁
協
が
申
請
者
と
な
り
第
三
者

機
関
の
認
証
を
取
得
し
よ
う
と
準
備

を
進
め
て
い
る
。
養
殖
が
行
わ
れ
な

け
れ
ば
生
ま
れ
な
か
っ
た「
副
産
物
」

と
し
て
炭
素
が
固
定
さ
れ
た
点
が
ミ

ソ
だ
。

気
仙
沼
市
階
上
地
区
で
、
県
の
モ

デ
ル
地
区
と
し
て
実
証
に
取
り
組
む

漁
師
の
藤
田
純
一
さ
ん

は
「
昨

年
秋
は
海
水
温
が
ワ
カ
メ
の
生
育
に

適
し
た
温
度
ま
で
な
か
な
か
下
が
ら

ず
、
種
の
は
さ
み
込
み
（
陸
上
作
物

で
い
う
苗
の
植
え
付
け
）が
遅
れ
た
。

環
境
に
プ
ラ
ス
に
な
る
取
り
組
み
を

進
め
、
積
極
的
に
発
信
し
た
い
」
と

話
す
。

Ｃ の海中固定化に一役

(２)２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日) (２)２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日)



震
災
後
間
も
な
い
時
期
に
仙
台
市
若

林
区
荒
浜
地
区
で
行
わ
れ
た
綿
花
の

植
え
付
け
。
現
在
、
こ
の
土
地
で
は

水
稲
の
作
付
け
が
再
開
さ
れ
て
い
る

宮
城
県
産
の
綿
花
を
原
料
に
用
い
た

タ
オ
ル
製
品
が
買
え
る
「
直
売
所
よ

っ
て
が
い
ん
」

直
売
所
よ
っ
て
が
い
ん

宮
城
県
美
里
町
二
郷
字
前
谷
地
１

１
４

０
２
２
９
（
５
８
）
２
１
０
５

営
業
時
間
は
月
曜
か
ら
土
曜
の
午

前

時
〜
午
後
５
時
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たわわに実った綿花を摘み取るボランティア。アパレル業界の関係者らが全国から訪れた

か
つ
て
牧
場
と
し
て
開
墾
し
た
土
地
を
綿
花
畑
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た

赤
坂
さ
ん
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支援のタイミング注視
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

東日本大震災の前から、大災害が

起きると自分にできることは何かと

考え、不便な環境でも力をつけても

らいたく、うちで作っているものか

ら、湯通しするだけで食べられる餅

などを送ってきた。今回の地震があ

ってすぐに支援物資の受け入れにつ

いて問い合わせたが、個人の食料支

援は受けていないとのことで、どの

ようなタイミングで何ができるか、

引き続き関心を持って見守っていき

たい。 （赤坂芳則さん）

支援地域活性化にシフト

ふ
わ
り
と
し
た
新
雪
の
よ
う
な
真

っ
白
な
塊
を
ま
と
っ
た
低
木
が
一
面

に
並
ぶ
の
は
、
東
松
島
市
大
塩
寺
沢

の
「
赤
坂
農
園
」
。
塊
は
木
綿
糸
の

原
料
に
な
る
綿
花
。
名
前
こ
そ
花
だ

が
正
確
に
は
「
実
」
で
、
中
に
は
種

も
あ
る
。
国
内
有
数
の

㌃
ほ
ど
の

栽
培
面
積
が
あ
り
、「
北
限
の
綿
花
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
両
手
で
つ
ま
ん

で
引
っ
張
る
と
、
文
字
通
り
「
糸
を

引
く
」
よ
う
に
、
絡
み
合
っ
た
繊
維

が
細
く
長
く
伸
び
る
。

熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
を
原
産
と
し
、

国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
作
付
け
さ
れ
て

い
な
い
綿
花
の
畑
が
東
北
に
生
ま
れ

た
き
っ
か
け
は
２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
だ
っ
た
。

農
園
主
の
赤
坂
芳
則
さ
ん

‖

宮
城
県
美
里
町
‖
は
、
東
松
島
以
外

に
も
耕
作
地
を
有
し
、
そ
の
一
つ
が

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
に
あ
っ
た
。
津

波
は
丹
精
込
め
た
土
を
流
出
さ
せ
、

海
か
ら
運
ば
れ
た
砂
と
と
も
に
一
帯

を
が
れ
き
の
山
に
変
え
た
。
海
水
は

な
か
な
か
引
か
ず
、
残
っ
た
耕
作
土

に
塩
分
が
浸
透
し
て
い
っ
た
。
震
災

か
ら
２
カ
月
後
、
赤
坂
さ
ん
の
も
と

に
ア
パ
レ
ル
業
界
の
関
係
者
が
訪

れ
、
「
被
災
し
た
圃
場
で
、
塩
害
に

強
い
綿
を
作
っ
て
み
な
い
か
」
と
提

案
が
あ
っ
た
。

仲
間
の
農
家
に
相
談
す
る
と
興
味

を
示
し
て
く
れ
、
「
コ
メ
を
作
れ
な

い
な
ら
、
や
っ
て
み
よ
う
」
と
話
が

ま
と
ま
っ
た
。
全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
集
ま
り
、
同
年
７
月
、
「
東

北
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始

動
し
た
。
稲
作
が
で
き
な
く
な
っ
た

土
地
で
綿
花
を
育
て
、
糸
を
紡
ぎ
、

商
品
化
を
通
じ
て
被
災
地
を
支
援
す

る
狙
い
だ
。

年
の
夏
は
暑
く
、
生
育
は
順
調

だ
っ
た
が
、
豪
雨
に
見
窑
わ
れ
て
畑

が
水
浸
し
に
な
り
、
初
年
の
収
穫
は

わ
ず
か
。

年
も
梅
雨
の
長
雨
で
苦

戦
し
た
。
雑
草
対
策
と
土
の
保
温
を

兼
ね
た
農
業
用
シ
ー
ト
の
導
入
な
ど

試
行
錯
誤
を
経
て
、
収
量
が
安
定
す

る
ま
で
５
年
か
か
っ
た
。
そ
の
後
は

段
階
的
に
水
田
の
復
旧
が
進
み
、
塩

害
対
策
は
役
割
を
終
え
た
こ
と
か
ら

荒
浜
の
作
付
面
積
は
縮
小
し
た
一

方
、
震
災
を
機
に
生
ま
れ
た
絆
を
生

か
そ
う
と
、
現
在
は
赤
坂
農
園
の
ほ

か
、
名
取
市
の
農
家
ら
が
作
付
け
を

続
け
て
い
る
。

年

月
、
赤
坂
農
園
の
畑
に
各

地
の
ア
パ
レ
ル
関
係
者
が
集
ま
り
、

綿
花
の
収
穫
体
験
に
汗
を
流
し
た
。

綿
花
を
用
い
た
地
域
活
性
化
を
目
指

す
全
国
の
関
係
者
が
集
う
「
サ
ミ
ッ

ト
」
が
東
松
島
市
で
開
か
れ
た
の
に

合
わ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
収
穫
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
始
か
ら

年
余
り
を
経
て
「
被
災

地
を
支
援
す
る
」枠
組
み
を
脱
却
し
、

各
地
の
中
小
企
業
が
手
を
携
え
、
国

産
コ
ッ
ト
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
シ

フ
ト
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
ジ
ー
ン
ズ
な
ど
の

衣
類
、
タ
オ
ル
や
手
ぬ
ぐ
い
、
布
マ

ス
ク
な
ど
が
商
品
化
さ
れ
た
。
赤
坂

さ
ん
は
「
東
北
の
気
候
で
綿
花
が
育

つ
と
実
証
で
き
た
の
で
、
ま
ち
お
こ

し
に
も
役
立
て
た
い
。
栽
培
法
を
紹

介
し
、
綿
花
を
栽
培
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
集
め
た
特
産
品
に
育
て
た

い
」
と
夢
を
描
く
。

(３) ２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日)(３) ２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日)



好
評
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

左
か
ら

巻
風
Ｉ
Ｐ
Ａ

巻
風
エ
ー
ル

巻
風
Ｗ

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ

昨
年
７
月
に
開
か
れ
た
「
イ
シ
ノ
マ

キ
ホ
ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
」
開
設
１
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加
者
は
一
斉

に
乾
杯
し
た
‖
石
巻
市
中
央

∪
∪
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被
災
者
は
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
い

る
は
ず
。
１
月
に
石
巻
市
内
で
売
り
上
げ
を
全
額
寄
付
す

る
ビ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
ら

万
円
近
く
集
ま
っ

た
。
被
災
地
に
は
な
か
な
か
行
け
な
い
が
、
東
日
本
大
震

災
を
経
験
し
た
私
た
ち
に
は
「
何
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
い
う
思
い
は
常
に
あ
る
。
そ
ん
な
思
い
を
被
災
地

に
つ
な
げ
た
い
。

（
高
橋
由
佳
さ
ん
）
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被
災
地
へ
思
い
つ
な
げ
る
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⊃

イ
シ
ノ
マ
キ
ホ
ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
タ

ッ
プ
ル
ー
ム

石
巻
市
中
央
１
の
３
の

０
２
２
５
（
９
８
）
５
１
８
０

営
業
は
金
曜
〜
日
曜
。
営
業
時
間

は
金
曜
午
後
５
時
半
〜
午
後

時
、土
曜
午
前

時
〜
午
後

時
、

日
曜
正
午
〜
午
後
５
時

イシノマキ・ファーム代

表理事の高橋さん（中

央）、岡さん（右）、三

木さん（左）

ホップ収穫祭で摘み取り

を体験する参加者ら‖20

23年７月、石巻市北上町

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∧ ⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

石
巻
市
の
中
心
市
街
地
は
震
災
の

津
波
が
直
撃
し
、
商
店
街
は
衰
退
し

た
。
地
区
に
唯
一
残
っ
て
い
た
映
画

館
は
廃
業
。
建
物
は
売
り
に
出
た
が

買
い
手
は
現
れ
な
い
。

年
の
歴
史

が
あ
る
映
画
館
の
解
体
が
目
前
に
迫

っ
て
い
た
。

購
入
に
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
、

市
内
で
栽
培
し
た
ホ
ッ
プ
を
委
託
醸

造
し
て
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
製
造
し

て
い
た
一
般
社
団
法
人
イ
シ
ノ
マ
キ

・
フ
ァ
ー
ム
（
石
巻
市
）
。
「
建
物

は
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
解
体
は
忍

び
な
い
」
と
感
じ
て
い
た
代
表
理
事

の
高
橋
由
佳
さ
ん

は
「
念
願
の

ビ
ー
ル
醸
造
所
を
つ
く
る
」
と
決
意

し
た
。

資
金
は
全
く
無
か
っ
た
の
で
国
に

補
助
金
を
申
請
し
、
金
融
機
関
に
融

資
を
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
熱
意
が

通
じ
た
の
か
両
者
と
も
承
認
。
２
０

２
２
年
に
醸
造
所
「
イ
シ
ノ
マ
キ
ホ

ッ
プ
ワ
ー
ク
ス
」
が
完
成
し
た
。

障
害
者
の
就
労
支
援
を
す
る
仙
台

市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
ス
ピ
ン
ア
ウ

ト
す
る
格
好
で
、

年
に
法
人
化
さ

れ
た
イ
シ
ノ
マ
キ
・
フ
ァ
ー
ム
。
農

業
を
軸
と
し
た
被
災
者
の
心
の
ケ
ア

と
就
労
支
援
を
展
開
す
る
中
で
、
石

巻
市
北
上
町
に
約

㌃
の
畑
を
借
り

て
ホ
ッ
プ
の
栽
培
を
始
め
た
。

初
め
て
収
穫
し
た
ホ
ッ
プ
を
一
関

市
の
酒
造
会
社
に
委
託
し
て
、
石
巻

初
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「
巻
風
エ
ー

ル
」
を
２
０
０
㍑
醸
造
し
た
の
は

年
。
人
手
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
い
ま
ま

醸
造
所
建
設
計
画
が
進
む
中
で
、
宮

城
県
内
の
別
の
ビ
ー
ル
醸
造
所
で
醸

造
長
を
務
め
て
い
た
岡
恭
平
さ
ん

が
「
面
白
そ
う
だ
」
と
事
業
に

参
加
。
巻
風
エ
ー
ル
の
フ
ァ
ン
で
、

登
米
市
の
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

に
所
属
し
て
い
た
三
木
海
周
さ
ん

も
ブ
ル
ワ
ー
（
ビ
ー
ル
職
人
）

と
し
て
加
わ
っ
た
。

現
在
は
巻
風
エ
ー
ル
の
他
、
巻
風

Ｉ
Ｐ
Ａ
、
巻
風
Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
を
主
に

造
る
。
エ
ー
ル
は
爽
や
か
な
香
り
と

し
っ
か
り
し
た
飲
み
応
え
、
Ｉ
Ｐ
Ａ

は
ホ
ッ
プ
を
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
る

味
わ
い
、
Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
は
フ
ル
ー
テ

ィ
ー
で
ス
パ
イ
シ
ー
な
香
り
が
特
徴

だ
。「

売
れ
行
き
は
好
調
。
仙
台
や
東

京
の
ビ
ア
バ
ー
な
ど
か
ら
注
文
が
相

次
い
で
い
ま
す
」
と
高
橋
さ
ん
。
タ

ン
ク
８
基
は
フ
ル
稼
働
状
態
。
年
間

４
５
０
０
㍑
を
造
り
、
瓶
や
た
る
に

詰
め
て
出
荷
す
る
。

昨
年
は
日
本
地
ビ
ー
ル
協
会
（
事

務
局
・
兵
庫
県

が
主
催
す
る
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ア
カ
ッ
プ
２
０

２
３
の
「
Ｇ
ｅ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
｜
Ｓ
ｔ
ｙ

ｌ
ｅ
｜
Ｗ
ｈ
ｅ
ａ
ｔ

Ａ
ｌ
ｅ
（
ド

イ
ツ
由
来
製
法
の
小
麦
ビ
ー
ル
）
部

門
」
で
、
巻
風
Ｗ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
が
銀
賞

を
受
賞
し
た
。

の
国
と
地
域
の
２

９
６
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
出
品
し
た
大
き

な
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
快
挙
だ
っ
た
。

今
年
１
月
に
は
醸
造
所
隣
接
地
に

立
ち
飲
み
が
で
き
る
交
流
の
場
「
タ

ッ
プ
ル
ー
ム
」
を
開
設
し
た
。
ビ
ー

ル
を
縁
に
人
の
輪
が
ど
ん
ど
ん
広
が

っ
て
い
る
。

高
橋
さ
ん
は
「
ホ
ッ
プ
の
生
産
量

を
増
や
す
と
と
も
に
、
ど
ん
ど
ん
販

路
を
拡
大
し
て
将
来
的
に
は
輸
出
も

手
が
け
て
み
た
い
」
と
言
葉
に
力
を

込
め
た
。

被災地に集う仲間と情熱

(４)２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日) (４)２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日)



作付け 収穫体験拠点に昨年 月は仙台市の西中田小児童が芋掘り体験に訪れた。児童が

掘った大きなサツマイモを手にする鈴木さん

「
い
っ
ぱ
い
あ
る
ぞ
」
。
楽
し
み
な
が
ら
芋
掘
り
体
験
を
す
る
西
中
田
小

児
童
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⊃

お
ひ
さ
ま
村

宮
城
県
山
元
町
八
手
庭
北
ノ
入

０
２
２
３
（
２
３
）
０
０
４
４

オレンジ色が鮮やかなハロウィンスイート

東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
、
能
登
地
震
は
人
ご
と
で
は
な
い
。
日
本
中
は

も
ち
ろ
ん
、
海
外
の
人
た
ち
も
被
災
地
を
応
援
し
て

い
る
。
直
接
支
援
に
行
け
な
く
て
も
、
心
の
中
で
応

援
し
て
い
る
。
今
は
つ
ら
く
て
も
、
復
興
を
諦
め
な

い
で
ほ
し
い
。
諦
め
な
け
れ
ば
、
時
間
は
か
か
る
か

も
し
れ
な
い
が
か
つ
て
の
日
常
は
戻
っ
て
く
る
は
ず

だ
。

（
鈴
木
仁
一
さ
ん
）

か
つ
て
の
日
常
必
ず
戻
る
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お
ひ
さ
ま
村
の
イ
チ
ジ
ク
を
使
っ
た

タ
ル
ト
。
山
元
町
の
洋
菓
子
店
が
季

節
限
定
で
販
売
す
る

宮
城
県
沿
岸
部
の
最
南
端
に
位

置
す
る
山
元
町
は
温
暖
な
気
候

で
、
町
の
西
端
を
南
北
に
走
る
阿

武
隈
山
地
の
丘
陵
地
で
は
か
ね
て

リ
ン
ゴ
な
ど
の
果
樹
栽
培
が
、
海

沿
い
の
平
地
で
は
主
に
畑
作
が
行

わ
れ
て
き
た
。
震
災
の
津
波
に
洗

わ
れ
た
平
地
は
民
家
が
減
り
、
耕

作
放
棄
地
が
急
増
し
た
。

そ
ん
な
町
で
２
０
１
９
年
に
設

立
さ
れ
た
の
は
、
農
園
経
営
会
社

「
お
ひ
さ
ま
村
」
。
県
内
の
中
高

校
で
教
員
を
長
年
務
め
た
鈴
木
仁

一
さ
ん

が
、

年
に
早
期
退

職
後
、起
業
し
た
。「
社
名
の
『
お

ひ
さ
ま
』
は
温
か
さ
を
、
『
村
』

は
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
る
場
所

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
名
付
け
ま
し

た
」
。
鈴
木
さ
ん
が
教
え
て
く
れ

た
。
耕
作
が
放
棄
さ
れ
た
果
樹
園

や
畑
を
借
り
て
「
お
ひ
さ
ま
村
農

園
」
と
名
付
け
、
果
樹
栽
培
や
畑

作
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
。

リ
ン
ゴ
農
家
の
長
男
と
し
て
山

元
町
で
ず
っ
と
暮
ら
し
て
き
た
鈴

木
さ
ん
は
、
町
の
将
来
を
憂
い
て

い
た
。
被
災
後
、
市
街
地
の
街
並

み
や
防
災
拠
点
は
整
備
さ
れ
た

が
、
町
民
は
減
っ
て
耕
作
放
棄
地

が
増
え
た
と
感
じ
て
い
た
。
「
町

に
就
労
の
場
は
少
な
い
。
や
が
て

消
滅
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
」

忘
れ
ら
れ
な
い
味
が
あ
る
。
父

が
果
樹
園
の
一
角
で
栽
培
し
て
い

た
生
食
用
イ
チ
ジ
ク
だ
。
芳

ほ
う

醇
じ
ゅ
ん

な

香
り
と
甘
さ
、
ね
っ
と
り
し
た
食

感
が
衝
撃
的
だ
っ
た
。
イ
チ
ジ
ク

を
甘
露
煮
で
食
べ
る
文
化
が
根
付

く
宮
城
県
で
、
生
食
用
を
栽
培
し

て
い
る
農
家
は
少
な
い
。
果
物
の

販
売
だ
け
で
な
く
、
収
穫
や
枝
の

剪
せ
ん

定
て
い

と
い
っ
た
体
験
型
事
業
を
起

業
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
。
種
無
し

ユ
ズ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
へ
幅

を
広
げ
た
。

現
在
の
事
業
の
柱
は
、
山
元
町

や
、
町
に
隣
接
す
る
亘
理
町
の
耕

作
放
棄
地
を
借
り
て
取
り
組
む
サ

ツ
マ
イ
モ
栽
培
。
温
暖
で
砂
地
の

沿
岸
部
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
に

適
し
て
い
る
。
「
焼
き
芋
で
食
べ

る
の
が
ベ
ス
ト
」
（
鈴
木
さ
ん
）

と
い
う
「
紅
は
る
か
」
、
甘
く
て

ね
っ
と
り
し
た
食
感
の
「
シ
ル
ク

ス
イ
ー
ト
」
、
オ
レ
ン
ジ
色
が
鮮

や
か
な「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ス
イ
ー
ト
」

と
い
っ
た
品
種
を
２
㌶
で
作
付
け

し
、

㌧
を
収
穫
し
た
。
今
年
は

３
㌶
に
拡
大
す
る
方
針
だ
。

果
物
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
も
「
作

付
け
や
収
穫
を
体
験
し
た
い
」
と

い
う
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い
る
。
昨

年
は
小
学
生
と
保
護
者
の
グ
ル
ー

プ
、
商
工
会
婦
人
部
、
果
物
や
サ

ツ
マ
イ
モ
を
ス
イ
ー
ツ
の
材
料
と

し
て
購
入
し
て
い
る
パ
テ
ィ
シ
エ

ら
延
べ
約
３
０
０
人
が
畑
や
果
樹

園
を
訪
れ
た
と
い
う
。

鈴
木
さ
ん
は
言
う
。
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
ポ
チ
っ
と
す
れ
ば
食

べ
た
い
も
の
が
届
く
時
代
だ
け

ど
、ど
ん
な
環
境
で
育
っ
た
の
か
、

ど
ん
な
手
入
れ
を
し
て
い
る
の
か

は
分
か
ら
な
い
。
知
ら
な
い
で
食

べ
る
の
と
、
知
っ
て
い
る
の
と
で

は
味
わ
い
は
異
な
る
」

近
く
山
元
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
受
け
入
れ
る
予
定
だ
。

体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
つ
く
り
、

よ
り
多
く
の
人
に
町
に
来
て
も
ら

う
こ
と
で
交
流
人
口
を
増
や
し
た

い
考
え
。
古
民
家
の
活
用
、
キ
ャ

ン
プ
、
乗
馬
体
験
｜
。
鈴
木
さ
ん

は
町
を
照
ら
す
お
ひ
さ
ま
の
よ
う

な
気
持
ち
で
、
ア
イ
デ
ア
を
温
め

て
い
る
。

(５) ２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日)(５) ２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日)



(６)２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日) (６)２０２４年(令和６年)３月１１日(月曜日)


